
粒子巻上げ・気体吸込み等
多彩な撹拌が可能

混合エレメント積層枚数の
増減により循環流量調整が可能

MSE撹拌翼PAT.

形  状
 

撹拌翼型式 XRB-40 XRB-50 XRB-60

外径 [mm] 40 50 60

内径 [mm] 20 30 28

厚さ [mm] 2 2 2

周方向分割数 6 6 8

径方向分割数 2 2 3

■ 混合エレメント形状

泡立ちの少ないマイルドな撹拌

翼内部で流体を分割・合流して混合

翼内部に一様なせん断場を形成

 

■ 撹拌翼

■ 追加用混合エレメント

 
型  式

XRB-40

XRB-50

XRB-60

外  径
[mm]

40

50

60

混合エレメント

2t×2×5組

2t×2×5組

2t×2×5組

回転軸
　 [mm]※2

全  高
   [mm]※1

25

25

25

材  質

SUS316

SUS316

SUS316

付属ボルト

M3×30mm

M3×30mm

M4×30mm

全
 高

外 径

 

XRB-40P

XRB-50P

XRB-60P

XRB-40

XRB-50

XRB-60

40

50

60

2t×2×5組

2t×2×5組

2t×2×5組

SUS316

SUS316

SUS316

M3×50mm

M3×50mm

M4×50mm

※1 回転軸を含まない全高です。　※2 回転軸はSUS304またはSUS316製です。見積・注文時にご指定下さい。　※ 板厚はホルダーが3mm、ブラインド板・リング板が1mmです。

※1 ボルトは全ねじタイプで、混合エレメント10組積層厚さに対応した長さです。　※ リング板１枚が付属します。

型  式 対応撹拌翼外  径
[mm] 混合エレメント 材  質 付属ボルト※1

8Φ×300L

8Φ×300L

8Φ×300L

◎掲載している価格には消費税は含まれません。　◎改良のため、形式、価格、仕様などにつきましては予告なしに変更する場合があります。
あらかじめご了承ください。　◎データに起因し、、直接的または間接的に生じたいかなる損害に対しても、当社が責任を負うものではありません。
また、記載事項につきましては、予告無しに改訂する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

※全製品について、エレメント＋ボルトのみご購入も可能です。お問い合せください。
※各製品の撹拌動画は弊社ホームページよりご確認ください。

MSE製品製造・総販売元

Tel:0466-52-5985  Fax:0466-52-5986
〒251-0041 神奈川県藤沢市辻堂神台1-3-39　オザワビル5F 501-3
E-mail；info@smst.co.jp　HP；http://www.smst.co.jp

＊ＭＳＥはアイセル株式会社の特許・登録商標です。



ＭＳＥ撹拌翼は多孔板形状の混合エレメントを複数枚積層した積層体、ホルダーおよびリング板により
構成され、積層体内部では混合エレメントの貫通孔が連通して複雑な流路が形成されています。ＭＳＥ
撹拌翼を撹拌槽内で回転させると、翼内部の流体が遠心力により外周部に吐出されるため、翼中央の
中空部からは流体が吸込まれます。そして、流体は翼内部を流通する際に、複雑な連通流路により分割・
合流、せん断等の作用により混合されます。

各部品はボルトおよびナットで固定されています。ブラインド板を取り外すことにより、積層体の上部および下部から流体を吸い込むことができます。

■ 原  理

■ 特  徴

■ 構  造

FBDT翼MSE翼

泡立ちの少ないマイルドな撹拌、安定した回転操作
MSE撹拌翼は羽根タイプの撹拌翼
のように偏平形状の羽根が突出して
いないので、流体をマイルドに撹拌
することができます。そのため液面
変動が小さく、気泡の巻き込みを
少なくすることが可能です。同じ理
由により、回転軸のブレが少なく、
翼回転数を上げても安定した回転
操作を実現できます。

翼内部に一様なせん断場
混合エレメントは円周上に同じ
形状の貫通孔が配列されています
ので、円周上に一様なせん断場が
形成されます。そのため、局部的に
力が集中せず、効率的に混合する
ことができます。右記の図は(株)
アールフローの流動解析ソフト
Rflowによるせん断応力分布です。
FBDT翼とは異なり、MSE翼では
翼内部に一様なせん断場が形成
されているのが分かります。

積層方向 半径方向

混合エレメント積層体による分割・合流を主とした混合

Point.1
Point.3

回転軸※

※ 回転軸先端は逆ネジとしています。回転方向にご注意願います。

ボルト

ブラインド板
ホルダー

混合エレメント
積層体

リング板

ナット
(回転軸用) 

緩み止めナット
(翼固定用) 

混合エレメント A

混合エレメント B

混合エレメント
積層状態
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撹拌槽内径

液高さ

邪魔板

回転数

流 体

250mm
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有り
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水

操作条件

6枚平羽根ディスクタービン翼（FBDT翼）との比較

6枚平羽根ディスクタービン翼 (FBDT翼 )とのせん断応力分布の比較

多彩な撹拌、循環流量調整など組換え自在
混合エレメントはボルト・ナットにより固定されているため取り外し可能なので、混合エレメントを自由に組替えることができます。そのため、
積層枚数の増減による槽内循環流量および撹拌動力の調整や、粒子の巻上げ、気体の吸込み等が可能です。

Point.2

ホルダーの上部および下部に積層体を
配置することにより、ホルダー上下の
流体を撹拌することができます。

上下撹拌

ホルダーを積層体上部に配置し、翼
中央の中空部から撹拌槽底部に沈んだ
粒子の巻上げを伴う撹拌が可能です。

粒子巻き上げ※

ホルダーを積層体下部に配置し、翼
中央の中空部から気体を自吸させて
液中に分散させることが可能です。

気体吸込み

混合エレメント積層体枚数を増やす
ことにより撹拌槽内の循環流量を
増加させることができます。撹拌動力
が大き過ぎる場合には、積層枚数を
減らすことにより小さくできます。

多数枚積層

※ 使用後の分解は、ボルト・ナットに粒子がかみ込まないように翼から粒子を除いた後にして下さい。

湘南丸八エステック株式会社湘南丸八エステック株式会社


